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トルコギキョウのロゼット苗の低温処理による秋冬出し栽培におけるは種適期
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1 は じ め に

トルコギキョゥの秋冬出し栽培は育苗が夏の高温期とな

るため株のロゼット化や早期抽だいが生産上の問題となっ

ている。ロゼット化を回避するため,暖地では冷房育苗や
は種直後に高温処理をして生理的にロゼット化させ,そ の

後低温処理によってロゼット打破する方法等が行われてい

る。

そこで,宮城県におけるロゼット苗の低温処理が定植後
のロゼット化及び切り花品質に与える影響と秋冬期出荷の

ためのは種期について検討した。

2試 験 方 法

(D 試験 1 ロゼット苗の低温処理が定植後のロゼット
化及び切り花品質に与える影響

品種は,早生品種「あずまの粧」と「ピーターブルーラ
インNo 2 J,中生品種「あすかの粧」,晩生品種「つくしの

雪」を供試し,試験区として,ロ ゼット苗の低温処理区と

無処理区の 2区を設けた。全品種とも各区24株 3反復で試
験を行った。

ロゼット苗の低温処理区は1998年 5月 1日 には種した。

288穴セルトレイに 1穴 2粒ずつ蒔き,用土はメトロミッ
クス360を用いた。は種直後から最低地温25℃ で40日 間高

温処理した後,10± 1℃の照明 (10001ux)付 き低温庫で

30日間低温処理 し,4日 間順化した。なお,高温処理は電
熱線を用いて自作したブールで行った。また,低温室の照

明付き棚も自作した。

定植は1998年 7月 13日に床幅 lm,株間12cm× 12側 で行
い,a当たりN-15鼈,P206-1 5kg,K20-15聴 を全
量基肥で施用した。定植後は最低気温15℃以上となるよう

に管理し,電照は1998年 10月 19日から,22:00か ら2:00
までの暗期中断を行った。

無処理区は1998年 5月 15日 には種した。は種後はタフベ

ルで遮光した雨よけの施設で定植時まで育苗した。定植及

び定植後の管理は低温処理区に準ずる。

2)試験 2 は種時期の検討
品種は,早生品種「あずまの粧」「 ピータープルーライ
ンNQ 2」 中生品種「あすかの粧」,晩生品種「つくしの雪」
を供試し,試験区は,5月 1日 は種区,5月 15日 は種区 ,

6月 1日 は種区の 3区を設けた (表 1)。 全品種とも各区

24株 3反復で試験を行った。

5月 15日は種 5/1満/25 6/2～ル/2 、′ヽ ～7/28  7/18
6月 1日は種 げ 1～7/Ю  ら40～8/10 レЮ～8/14  8/M

耕種概要は試験 1の処理区に準ずる。

3 試験結果及び考察

(D 試験 1

処理区は無処理区より14日早くは種したが,定植時の葉

齢,葉径に違いは見られなかった (表 2)。 切り花品質及

表 2 定植時の葉径と葉齢 (1998年 )

品 種

ピータープルーラインに2    26      2 1      2 7      2 3

あ す か の 粧  25  21  22  21

- 26  21   21   20
*最大葉径

び株当たり商品花本数は特に「ピーターブルーラインm2J
で著しく向上し,無処理の切り花長59cIに対し,処理区は
73clo,切り花重30gに対して35g,花薔数47輪に対して60
輪,茎径41面に対して4 4mmであった (表 3)。

他の品種の切り花品質及び商品花本数の向上はわずかで

あった。

定植後のロゼット化は無処理区でのみ見られ,特に「ピー

タープルーラインM2Jで は32%と高かったが,処理区で
は供試したいずれの品種においても発生しなかった (表 3)。

開花始期は,「 ピータープルーラインNo 2」 では処理区

の方が早かったが,その他の品種では無処理区の方力澤 かっ

た。これは「 ピータープルーラインNQ 2」 の無処理区のロ

ゼット率が高かったためと考えられる。

2)試験 2
早生品種「あずまの粧」と「ビーターブルーラインNo 2」

,

表 1 試験 2における試験区の構成
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表 3 ロゼット苗の低温処理が開花始期及び切り花品
質に与える影響 (1998年 )

表4 は種日の違いが開花期及び切り花品質に与える
影響 (1998年 )

口TttTず諫鰈聯:
開llB:    llり 綿露      年内靴率(%)
始期 盛期 切花長切花重花曹数茎径 10月  H月  12月  未開花

(側) (8) (輸 ) (皿 )

あずまの粧

処 理
無処理

37   58   44
38   57   43

あずまの粧
5/1は種 ■ヽミ H/B
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6/1は種 ν101ν晰
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あすかの粧
処 理

無処理
つくしの雪
処 理   0 11/4 78 58 63 59 09
無処理   4 10/23 75 54 65 54 09

10/22

10/5 あすかの粧
5/1は 種 10/2410′ 9

5/15は種 11/11/H
6/1は 種 11/302/8

注 ロゼット率は1998年 9月 16日調査。
X:11月 30日 までに採花した中で最初の10%が咲い
た日。
Y:数値は■月311日 までに採花したものの平均値。
ZI定植した全株数に対する■月30日 までの切花長
60m以上の花の本数。

定楷

図 1 ロゼット苗の低温処理による秋冬出し作型

中生品種「あすかの粧Jは 5月 1日 は種で10月から開雁し,
5月 15日 は種で10月 下旬から,6月 1日 は種で12月 から開

花した。晩生品種「つくしの雪Jは 5月 1日 ,15日 は種で

11月 から開花し,6月 1日 は種では年内に開花しなかった。

は種日の違いによる切り花品質の差は判然とせず,いずれ

も良品質の切り花が得られた (表 4)。

秋田県では中生及び中晩生品種を 5月 中旬には種して11

月頃に開花していることから'),寒冷地においては, 5月

中旬位までには種すれば秋冬に収穫できると思われる。

注 X:始期,12月 24日 までの全採花本数のうち10%が
開花した日。
盛期,12月 24日 までの全採花本数のうち50%が
開花した日。
Y:12月 24日 までに採花したものの平均値。

ロゼット苗の低温処理法の問題点は,設備が必要である

ことであるが,高温処理用プールと低温室の照明付き棚は

自作可能である。

4 ま  と  め

ロゼット苗の低温処理によって供試したいずれの品種に

おいても定植後のロゼット化は発生しなかった。ロゼット

化軽減及び品質向上効果は,品種「ピータープルーライン

NQ 2 Jで特に高かった。

宮城県における秋冬期出荷のための播種期をまとめると

図 1の ようになる。
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